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第
1
9
0
回
通
常
国
会
が
開
会

第
1
9
0
回
通
常
国
会
（
常

会
）
が
1
月
4
日
に
開
会
し
た
。

会
期
は
6
月
1
日
ま
で
の
1
5
0

日
間
。
国
会
法
改
正
（
平
成
3
年

9
月
19
日
）
で
「
常
会
は
、
毎
年

1
月
中
に
召
集
す
る
の
を
常
例
と

す
る
」
と
定
め
ら
れ
て
以
降
、
最

も
早
い
開
会
と
な
る
。

提
出
予
定
法
律
案
は
、
27
年
度

補
正
予
算
、
28
年
度
予
算
を
は
じ

め
、
選
挙
権
年
齢
を
満
18
歳
以
上

に
引
き
下
げ
る
規
定
な
ど
を
含
む

「
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
」
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
交
付
金
の
交
付
に
関
す

る
規
定
な
ど
を
含
む
「
地
域
再
生

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」

な
ど（
成
立
や
提
出
済
み
を
含
む
）。

安
倍
晋
三
・
内
閣
総
理
大
臣
は

22
日
、
衆
参
両
院
の
本
会
議
に
お

い
て
①
は
じ
め
に
②
地
方
創
生
へ

の
挑
戦
③
一
億
総
活
躍
へ
の
挑
戦

④
よ
り
良
い
世
界
へ
の
挑
戦
⑤
お

わ
り
に
―
か
ら
な
る
施
政
方
針
演

説
（
②
の
一
部
抜
粋
は
右
下
掲
）

を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
岸
田
文
雄
・
外
務
大

臣
が
外
交
演
説
、
麻
生
太
郎
・
財

務
大
臣
が
財
政
演
説
、
甘
利
明
・

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
経
済
財

政
政
策
）
が
経
済
演
説
を
行
っ
た
。

安安
倍倍
総総
理理
施施
政政
方方
針針
演演
説説（（
抜抜
粋粋
））

（
被
災
地
の
復
興
）

来
年
春
ま
で
に
、
計
画
の
85

％
に
当
た
る
2
万
5
0
0
0
戸

の
災
害
公
営
住
宅
が
完
成
し
、

高
台
移
転
も
7
割
で
工
事
が
完

了
す
る
見
込
み
で
す
。

こ
の
春
、
ほ
ぼ
全
て
の
漁
港

が
復
旧
し
ま
す
。
来
年
に
は
、

全
て
の
水
産
加
工
施
設
の
再
開

を
目
指
し
ま
す
。
農
地
は
8
割

が
作
付
け
可
能
と
な
る
予
定
で

す
。
生
業
の
復
興
も
本
格
化
し
、

復
興
は
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
と

入
り
ま
す
。

今
後
5
年
間
を
復
興
・
創
生

期
間
と
位
置
付
け
、
6
兆
5
0

0
0
億
円
の
財
源
を
確
保
し
、

被
災
地
の
自
立
に
つ
な
が
る
支

援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

被
災
地
の
皆
さ
ん
の
故
郷
へ

の
思
い
、
復
興
へ
の
熱
意
を
こ

れ
か
ら
も
全
力
で
応
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（
地
方
の
創
意
工
夫
）

地
方
創
生
の
原
動
力
。
そ
れ

は
、
地
方
の
皆
さ
ん
の「
情
熱
」

で
あ
り
ま
す
。

地
方
の
意
欲
的
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
、
自
由
度
の
高
い
「
地
方

創
生
交
付
金
」
に
よ
っ
て
応
援

し
ま
す
。

地
方
の
発
意
に
よ
る
、
地
方

の
た
め
の
分
権
改
革
を
進
め
ま

す
。消

費
税
率
引
上
げ
時
に
、
地

方
法
人
税
を
拡
充
し
、
都
市
に

偏
り
が
ち
な
税
収
の
再
分
配
を

行
う
こ
と
で
、
過
疎
に
直
面
す

る
地
方
で
も
、
財
源
を
し
っ
か

り
と
確
保
し
て
ま
い
り
ま
す
。

基
地
協
が
役
員
会
を
開
催

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議

会
（
会
長
�
板
橋
衛
・
横
須
賀
市

議
会
議
長
）
は
1
月
21
日
、
都
市

セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
正
副
会
長
・

監
事
・
相
談
役
会
を
開
催
し
た
。

会
議
で
は
、板
橋
会
長
か
ら「
28

年
度
予
算
案
に
お
い
て
、
基
地
交

付
金
・
調
整
交
付
金
は
対
前
年
度

10
億
円
増
の
3
5
5
億
4
0
0
0

万
円
の
要
求
額
満
額
、
基
地
周
辺

対
策
経
費
は
歳
出
ベ
ー
ス
で
対
前

年
度
8
億
4
9
0
0
万
円
増
の
1

1
9
2
億
円
1
8
0
0
万
円
が
確

保
さ
れ
て
い
る
。
加
盟
1
9
5
市

町
村
議
会
が
力
を
結
集
し
、
強
力

な
要
望
活
動
を
行
っ
た
結
果
で
あ

り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
」

な
ど
の
挨
拶
を
し
た
。

協
議
で
は
、
28
年
度
活
動
方
針

案
、
事
業
計
画
案
、
予
算
案
に
つ

い
て
、
原
案
の
と
お
り
了
承
し
、

2
月
4
日
開
催
の
第
79
回
総
会
に

提
案
す
る
と
し
た
ほ
か
、
総
会
の

運
営
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

な
お
、
講
師
説
明
で
は
、
山
澤

謙
一
・
総
務
省
自
治
税
務
局
固
定

資
産
税
課
課
長
補
佐
、
赤
瀬
正
洋

・
防
衛
省
地
方
協
力
局
地
方
協
力

企
画
課
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
、
28
年

度
基
地
対
策
関
係
予
算
な
ど
に
つ

い
て
説
明
を
聴
取
し
た
。

【
出
典
�
首
相
官
邸
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
表
記
も
こ
れ
に
従
っ
た
）
】

本
会
は
27
年
12
月
、
「
市
議
会

議
員
の
属
性
に
関
す
る
調
（
平
成

27
年
8
月
集
計
）
」
を
公
表
し
た
。

調
査
は
、
全
国
8
1
3
市
区
を
対

象
に
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
に
よ
り
行

い
、
回
収
率
は
1
0
0
％
。
調
査

項
目
は
①
議
員
の
年
齢
構
成
②
議

員
在
職
年
数
③
議
員
の
兼
業
の
状

況
④
議
員
の
所
属
党
派
⑤
市
議
会

事
務
局
職
員
数
―
の
5
項
目
。
な

お
、
調
査
時
の
議
員
数
は
1
万
9

3
7
0
人
。
本
紙
で
は
、
2
面
か

ら
3
面
に
か
け
、
調
査
結
果
の
う

ち
①
②
③
⑤
に
つ
い
て
、
過
去
の

結
果
も
取
り
上
げ
な
が
ら
掲
載
す

る
。な

お
、
調
査
結
果
は
本
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き
る
。

2277
年年
度度
補補
正正
予予
算算
がが
成成
立立

平
成
27
年
度
補
正
予
算
が
1
月

20
日
、
参
議
院
本
会
議
で
可
決
し
、

成
立
し
た
。
総
額
は
3
兆
3
2
1

3
億
円
。
地
方
創
生
の
本
格
展
開

等
と
し
て
、
地
方
創
生
加
速
化
交

付
金
1
0
0
0
億
円
な
ど
を
計
上

し
て
い
る
。
な
お
、
補
正
後
の
27

年
度
一
般
会
計
予
算
は
99
兆
6
6

3
3
億
円
と
な
っ
た
。
当
初
予
算

時
点
で
は
、
過
去
最
大
だ
っ
た
が
、

補
正
予
算
を
合
わ
せ
た
額
は
過
去

4
番
目
と
な
る
。

2月5日現在の都市数
813団体

うち
指定都市 20市
中核市 45市
施行時特例市 39市
一般市 686市
特別区 23区

年
齢
構
成

在
職
年
数

兼
業
状
況

2・3面

市議会
議 員

な
ど
と
り
ま
と
め

挨拶する板橋会長

（昭和36年12月20日第三種郵便物認可）
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53.0

55.0

57.0

59.0

61.0

63.0

65.0

市市
議議
会会
議議
員員
のの
属属
性性
調調
査査
結結
果果

【【
議議
員員
のの
年年
齢齢
構構
成成
】】

議
員
の
年
齢
構
成
（
表
①
）
の

27
年
の
欄（
青
色
）を
見
る
と
、
一

番
割
合
の
高
い
区
分
は
、
男
性
で

は
「
60
〜
70
歳
未
満
」
の
43
・
1

％
、
女
性
で
は「
50
〜
60
歳
未
満
」

の
38
・
0
％
だ
っ
た
。
ま
た
、
男

女
合
わ
せ
て
は
、
「
60
〜
70
歳
未

満
」
の
42
・
1
％
。

男
女
合
わ
せ
て
の
平

均
年
齢
は
58
・
2
歳
だ

っ
た
。
26
年（
桃
色
）と

比
べ
る
と
、
平
均
年
齢

以
下
の
「
30
歳
未
満
」

「
30
〜
40
歳
未
満
」「
40

〜
50
歳
未
満
」の
割
合

が
増
え
、平
均
年
齢
以

上
の「
60
〜
70
歳
未
満
」

「
70
〜
80
歳
未
満
」「
80

歳
以
上
」の
割
合
が
減

り
、
若
く
な
っ
た
が
、

4
年
前
の
23
年（
緑
色
）

と
比
べ
る
と
平
均
年
齢

は
上
が
っ
て
い
る
。

【
議議
員員
在在
職職
年年
数数
】】

議
員
の
在
職
年
数（
グ
ラ
フ
①
）

を
見
る
と
、
男
女
合
わ
せ
て
割
合

が
高
い
順
に
「
10
年
未
満
（
青

色
）」
55
・
6
％
、「
10
〜
20
年
未

満（
緑
色
）」
33
・
6
％
と
な
っ
た
。

表
�
を
見
る
と
、
23
年
と
比
べ
、

「
10
年
〜
20
年
未
満
」
か
ら「
50
年

以
上（
白
色
）」の
各
区
分
で
割
合

が
増
え
た
が
、「
10
年
未
満
」の
区

分
で
は
、
割
合
が
67
・
9
％
か
ら

55
・
6
％
と
大
幅
に
減
っ
た
。

【
議議
員員
専専
業業
のの
状状
況況
】】

議
員
専
業
の
状
況
（
表
③
）
を

見
る
と
、
男
女
合
わ
せ
て
の
議
員

専
業
割
合
は
40
・
5
％
。
男
女
別

で
は
、
男
性
36
・
5
％
、
女
性
64

・
7
％
と
差
が
あ
る
。

近
5
年
の
議
員
専
業
割
合
の
推

移（
グ
ラ
フ
②
）を
見
る
と
、
男
女

合
計（
黒
色
）は
毎
年
割
合
が
増
え

る
中
、
女
性（
赤
色
）は
24
年
で
一

度
割
合
が
減
っ
て
い
る
。
な
お
、

グ
ラ
フ
に
は
な
い
が
、
男
性
は
20

年
の
調
査
開
始
以
来
、
増
加
が
続

い
て
い
る
。

【
3
面
へ
続
く
】

平均
年齢

57.7歳

59.0歳

―

―

58.2歳

年 齢 構 成
80歳
以上

0．2％

0．4％

51人
（0．3％）

1人
（0．0％）

52人
（0．3％）

70～80
歳未満

8．1％

12．1％

1,926人
（11．6％）

136人
（4．9％）

2,062人
（10．6％）

60～70
歳未満

42．0％

43．8％

7,147人
（43．1％）

1,012人
（36．3％）

8,159人
（42．1％）

50～60
歳未満

30．5％

26．4％

4,169人
（25．1％）

1,059人
（38．0％）

5,228人
（27．0％）

40～50
歳未満

12．6％

12．0％

2,207人
（13．3％）

385人
（13．8％）

2,592人
（13．4％）

30～40
歳未満

6．0％

5．0％

965人
（5．8％）

172人
（6．2％）

1,137人
（5．9％）

30歳
未満

0．7％

0．3％

120人
（0．7％）

20人
（0．7％）

140人
（0．7％）

議員数

20,388人

19,709人

16,585人
（85.6％）

2,785人
（14.4％）

19,370人
（100.0％）

23年

26年

27年
男性

27年
女性

27年
合計

議員専業

6,051人（36.5％）

1,802人（64.7％）

7,853人（40.5％）

議員数

16,585人

2,785人

19,370人

性別

男性

女性

合計

議 員 在 職 年 数

50年
以上

0人
（0.0％）

1人
（0.0％）

40～50
年未満

48人
（0.2％）

63人
（0.3％）

30～40
年未満

330人
（1.6％）

330人
（1.7％）

20～30
年未満

1,724人
（8.5％）

1,694人
（8.7％）

10～20
年未満

4,448人
（21.8％）

6,510人
（33.6％）

10年
未満

13,838人
（67.9％）

10,772人
（55.6％）

議員数

20,388人

19,370人

年

23年

27年

※括弧内は議員数に占める割合
※割合（％）は、それぞれ小数点以下第2位を四捨五入で表記しているため合計数は100％
とならない

※過去の調査結果と合わせて本紙が作成

2277年年
表� 議員在職年数

表� 議員専業の状況（27年）

※括弧内は各性別・合計の議員数に占め
る割合

※調査結果から抜粋し、本紙が作成

※23年・26年は合計の議員数・割合のみ
※割合（％）は各性別・合計の議員数に占める割合
※割合（％）は、それぞれ小数点以下第2位を四捨五入で表記しているため合計数は100％とならない
※過去の調査結果と合わせて本紙が作成

※過去の調査結果と合わせて本紙が作成

グラフ� 議員専業割合の推移（近5年）

50年以上
1人（0.0％）

【議員数：19，370人】

※括弧内は議員数に占める割合
※割合（％）は、それぞれ小数点以下第2位を四捨五入
で表記しているため合計数は100％とならない

※調査結果から抜粋し、本紙が作成

表① 議員の年齢構成

グラフ① 議員在職年数（27年）

40～50年未満
63人（0.3％）

1100年年未未満満
1100,,777722人人
（（5555..66％％））

（左目盛）…男性
（右目盛）…女性
（左目盛）…合計

1100～～2200年年未未満満
66,,551100人人
（（3333..66％％））

30～40年未満
330人（1.7％）

20～30年未満
1,694人
（8.7％）
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トトピピッッ
ククスス

【【
市市
議議
会会
事事
務務
局局
職職
員員
数数
】】

市
議
会
事
務
局
職
員
数
の
全
国

・
人
口
段
階
別
平
均
職
員
数
（
表

④
）
を
見
る
と
、
27
年
の
全
国
の

平
均
職
員
数
は
8
・
11
人
。
20
年

以
降
、
減
少
傾
向
で
あ
っ
た
が
、

26
年
に
引
き
続
き
、
職
員
数
は
平

均
職
員
数
と
と
も
に
2
年
連
続
で

増
加
に
転
じ
て
い
る
。

【
2
面
か
ら
続
く
】

意
見
書
・
決
議
の
状
況
を
掲
載

こ
の
ほ
ど
、
平
成
27
年
11
月
か

ら
12
月
に
全
国
の
市
議
会
に
お
い

て
可
決
し
た
意
見
書
・
決
議
の
う

ち
、
※本

会
に
報
告
の
あ
っ
た
件
数

を
取
り
ま
と
め
た
。
件
数
の
多
い

意
見
書
・
決
議
を
紹
介
す
る
。

ブブ
ララ
ッッ
ドド
パパ
ッッ
チチ
療療
法法
のの
保保
険険
適適
用用

及及
びび
脳脳
脊脊
髄髄
液液
減減
少少
症症
のの
治治
療療
推推
進進

意
見
書
・
決
議
で
最
も
多
か
っ

た
も
の
が
「
ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療

法
の
保
険
適
用
及
び
脳
脊
髄
液
減

少
症
の
治
療
推
進
」
で
65
件
だ
っ

た
。全

て
の
意
見
書
が
①
「
脳
脊
髄

液
減
少
症
の
治
療
法
で
あ
る
ブ
ラ

ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法
（
硬
膜
外
自
家

血
注
入
療
法
）
を
保
険
適
用
と
す

る
こ
と
」
②
「
脳
脊
髄
液
減
少
症

の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
、

医
療
関
係
機
関
へ
の
情
報
提
供
を

徹
底
す
る
こ
と
」
―
を
求
め
、
ま

た
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
意
見
書
が

「
厚
生
労
働
省
の
研
究
事
業
に
お

い
て
、
18
歳
未
満
の
症
例
を
加
え

る
こ
と
」
を
求
め
た
。

な
お
、
厚
労
省
の
先
進
医
療
会

議
は
28
年
1
月
、
ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ

チ
療
法
に
つ
い
て
、
「
保
険
導
入

が
適
切
で
あ
る
」
と
評
価
し
、
同

省
の
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会

に
報
告
し
て
い
る
。

※
「
本
会
に
報
告
の
あ
っ
た
件
数
」
と

は
、
各
市
議
会
か
ら
本
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
メ
ン
バ
ー
の
ペ
ー
ジ
オ
ン
ラ

イ
ン
調
査
・
回
答
シ
ス
テ
ム
に
情
報

入
力
ま
た
は
郵
便
で
送
付
し
て
い
た

だ
い
た
も
の
と
な
り
ま
す
。
入
力
方

法
等
に
つ
い
て
は
、
本
会
旬
報
担
当

者
（
�
0
3
・
3
2
6
2
・
2
3
0

9
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
脳
脊
髄
液
減
少
症
�
脳
脊
髄
液
が
漏

れ
出
し
減
少
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

頭
痛
、
頸
部
痛
、
め
ま
い
、
倦
怠
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
を
呈
す
る
疾
患
。

※
ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法
�
脳
脊
髄
液

が
漏
出
し
て
い
る
部
分
の
硬
膜
外
に

自
家
血
を
注
入
し
、
血
液
と
硬
膜
外

腔
組
織
の
癒
着
・
器
質
化
に
よ
り
髄

液
が
漏
れ
出
て
い
る
部
分
を
閉
鎖
し
、

漏
出
を
止
め
る
技
術
。

ママ
イイ
ナナ
ンン
ババ
ーー
制制
度度
のの
円円
滑滑
なな
運運
営営
にに

係係
るる
財財
源源
確確
保保
等等
自自
治治
体体
のの
負負
担担
軽軽
減減

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
円
滑

な
運
営
に
係
る
財
源
確
保
等
自
治

体
の
負
担
軽
減
」
は
59
件
。

全
て
の
意
見
書
が
①
「
平
成
28

年
度
以
降
に
つ
い
て
も
、
地
方
公

共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
に
支

払
う
交
付
金
（
全
額
）
を
国
の
負

担
と
し
、
充
分
な
予
算
措
置
を
す

る
こ
と
」
②
「
同
様
に
、
円
滑
な

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事
務
を
行

う
た
め
、
事
務
処
理
に
必
要
な
人

員
の
確
保
や
シ
ス
テ
ム
整
備
経
費

な
ど
、
全
額
を
国
の
負
担
と
し
充

分
な
予
算
措
置
を
行
う
こ
と
」
―

を
求
め
て
い
る
。
①
②
を
含
め
、

ほ
と
ん
ど
全
て
の
意
見
書
が
③

「
地
方
自
治
体
の
予
算
編
成
等
に

支
障
が
出
な
い
よ
う
、
補
助
金
交

付
や
シ
ス
テ
ム
改
修
フ
ロ
ー
な
ど
、

円
滑
な
制
度
導
入
準
備
の
た
め
に

必
須
の
情
報
を
適
時
適
切
に
提
供

す
る
こ
と
」
④
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
の
ス
ム
ー
ズ
な
導
入
に
向
け

て
、
地
方
自
治

体
職
員
や
地
域

の
事
業
者
に
対

す
る
研
修
用
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
の

作
成
、
研
修
会

の
開
催
な
ど
十

分
な
支
援
を
実

施
す
る
こ
と
」

⑤
「
配
達
で
き

な
か
っ
た
簡
易

書
留
郵
便
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
通

知
）
の
受
取
人

の
所
在
調
査
に
要
す
る
経
費
の
負

担
軽
減
を
図
る
こ
と
」
⑥
「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
時
の
混
乱
に

乗
じ
た
詐
欺
の
防
止
や
個
人
番
号

カ
ー
ド
の
円
滑
な
交
付
の
推
進
の

た
め
の
周
知
広
報
に
対
す
る
支
援

を
実
施
す
る
こ
と
」
―
の
6
項
目

を
求
め
て
い
る
。

ＴＴ
ＰＰ
ＰＰ
交交
渉渉
にに
つつ
いい
てて

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
つ
い
て
」
は

49
件
。
大
筋
合
意
内
容
に
つ
い
て
、

①
国
民
へ
の
▽
詳
細
な
情
報
提
供

▽
徹
底
し
た
情
報
公
開
▽
十
分
な

説
明
―
な
ど
と
と
も
に
、
②
衆
参

両
院
の
農
林
水
産
委
員
会
決
議
が

遵
守
さ
れ
、
国
益
に
か
な
う
か
の

国
会
で
の
十
分
な
審
議
や
、
同
決

議
と
の
整
合
性
の
徹
底
し
た
検
証

な
ど
を
求
め
た
。

各
市
議
会
か
ら
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
・
回
答
シ
ス

テ
ム
に
入
力
さ
れ
た
意
見
書
・
決
議

（
平
成
16
年
以
降
の
も
の
）
は
、
本

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
メ
ン
バ
ー
の
ペ

ー
ジ
か
ら
検
索
し
、
閲
覧
で
き
る
。

な
お
、
メ
ン
バ
ー
の
ペ
ー
ジ
に
お
い

て
は
、
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要

と
な
る
。
Ｉ
Ｄ
等
に
つ
い
て
は
、
27

年
9
月
24
日
付
け
「
（
全
議
Ｍ
1
第

27
号
）
全
国
市
議
会
議
長
会
及
び
市

議
会
議
員
共
済
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て
」
で
各
議

会
事
務
局
に
通
知
し
て
い
る
。

※
文
中
の
「

」
は
原
文
の
ま
ま
掲
載

し
た
も
の

27年

813市区

6,592人

8.11人

26年

813市区

6,588人

8.10人

25年

812市区

6,568人

8.09人

24年

810市区

6,570人

8.11人

23年

809市区

6,598人

8.16人

22年

809市区

6,635人

8.20人

21年

806市区

6,635人

8.23人

20年

806市区

6,701人

8.31人

市区数

職員数

平均職員数

決議
○ブラッドパッチ療法の保険適用及び 65 ―
脳脊髄液減少症の治療推進

○マイナンバー制度の円滑な運営に係 59 ―
る財源確保等自治体の負担軽減

○ＴＰＰ交渉について（大筋合意内容 49 ―
の国民への情報提供、情報公開、説
明、衆参農林水産委員会決議との整
合性の検証など）

○複数税率による軽減税率の導入実現 30 ―
○夜間中学の整備と拡充 29 ―
○教職員定数の充実・確保 24 ―
○地方大学の機能強化 22 ―
○私学助成の拡充 15 ―
○森林整備推進等のための安定財源の 15 ―
確保

○義務教育費国庫負担制度について 14 ―
（負担割合の復元、制度の堅持など）

○奨学金制度について（給付型奨学金 13 ―
制度の導入・拡充ほか）

○子ども・子育て支援新制度について 11 ―
（必要財源の確保、予算増額、職員
の処遇・配置基準の改善など）

【小計】 346 ―
○その他 345 27
【総合計】 691 27

意見書件 名

議会

27年
11月～12月
可決分

※過去の調査結果と合わせて本紙が作成

表④ 市議会事務局職員数・平均職員数

11月から12月に可決した意見書・決議の議決状況

※意見書・決議は、平成27年11月1日から12月31日までに可決され、
28年1月9日までに各市議会から任意に本会ホームページの意見書
・決議ボックスに入力、または本会に郵送された件数を集計
※件名は代表的なもの。同内容のものも含めている
※意見書・決議の件数が多い順に掲載
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総
務
省
は
1
月
1
日
、
「
平
成

28
年
中
に
お
け
る
地
方
公
共
団
体

の
議
会
の
議
員
及
び
長
の
任
期
満

了
に
関
す
る
調
」
（
27
年
11
月
1

日
現
在
）
を
公
表
し
た
。

調
査
で
は
、
都
道
府
県
・
市
区

・
町
村
の
区
分
別
の
議
員
・
長
別

の
任
期
満
了
団
体
数
・
割
合
、
都

道
府
県
別
・
月
別
に
集
計
し
た
表
、

任
期
満
了
団
体
名
と
任
期
満
了
日

な
ど
を
取
り
ま
と
め
、
総
務
省
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:
//w
w
w

.sou
m
u
.g
o
.jp
/
sen
k
y
o
/

sen
k
y
o
_
s
/
data

/
n
in
k
i/

n
in
k
i_
h
2
8.h
tm
l

）
に
掲
載
し

て
い
る
。

調
査
に
よ
る
と
、
28
年
中
に
議

員
が
任
期
満
了
と
な
る
市
区
議
会

は
、
全
8
1
3
市
区
議
会
の
う
ち

73
市
議
会
（
9
・
0
％
）
。
9
％

で
は
あ
る
が
、
26
府
県
に
わ
た
る
。

ま
た
、
月
別
に
見
る
と
、
4
月（
19

市
議
会
）
と
11
月
（
16
市
議
会
）

で
10
市
議
会
を
超
え
る
。

市
議
会
以
外
を
見
る
と
、
市
区

長
は
1
5
6
市
区
（
19
・
2
％
）
。

都
道
府
県
は
47
団
体
中
、
知
事
が

6
県
（
12
・
8
％
）
、
議
会
が
沖

縄
県
の
み
の
1
県
（
2
・
1
％
）
。

町
村
は
9
2
8
団
体
中
、
長
が
1

9
0
町
村
（
20
・
5
％
）
、
議
会

が
1
0
7
町
村
（
11
・
5
％
）
と

な
っ
て
い
る
。

な
お
、
過
去
の
同
調
査
を
参
考

に
8
1
2
市
区
議
会
（
調
査
前
に

解
散
し
た
市
議
会
が
あ
っ
た
た
め
、

8
1
2
市
区
議
会
を
対
象
）
を
見

る
と
、25
年
1
6
0
市
区
議
会（
19

・
7
％
）
、
26
年
1
5
1
市
議
会

（
18
・
6
％
）
、
27
年
4
2
8
市

区
議
会
（
52
・
7
％
）
と
な
り
、

25
年
か
ら
28
年
の
4
年
単
位
で
見

る
と
下
の
円
グ
ラ
フ
の
通
り
と
な

る
。

※
月
日
は
全
て
平
成
27
年

▼
議
長

▽
豊
岡

椿
野
仁
司（
11
・
11
）

▽
横
手

佐
藤
忠
久（
11
・
12
）

▽
葛
城

赤
井
佐
太
郎（
11
・
12
）

▽
新
城

下
江
洋
行（
11
・
13
）

▽
亀
山

前
田
耕
一（
11
・
13
）

▽
ひ
た
ち
な
か打

越

浩（
11
・
16
）

▽
い
ち
き
串
木
野

中
里
純
人（
11
・
18
）

▽
酒
田

後
藤

仁（
11
・
20
）

▽
南
あ
わ
じ

原
口
育
大（
11
・
20
）

▽
奄
美

竹
山
耕
平（
11
・
25
）

▽
宮
古
島

棚
原
芳
樹（
11
・
25
）

▽
海
老
名

森
下
賢
人（
11
・
26
）

▽
い
な
べ

川
瀬
利
夫（
11
・
27
）

▽
相
馬

植
村
恵
治（
11
・
30
）

▽
射
水

津
田
信
人（
11
・
30
）

▽
羽
咋

大
塚
幸
男（
11
・
30
）

▽
高
萩

田
所
和
雄（
11
・
30
）

▽
小
美
玉

市
村
文
男（
12
・
1
）

▽
西
脇

村
井
公
平（
12
・
1
）

▽
観
音
寺

安
藤
忠
明（
12
・
1
）

▽
四
国
中
央

苅
田
清
秀（
12
・
1
）

▽
鳥
栖

中
村
直
人（
12
・
1
）

▽
玉
名

永
野
忠
弘（
12
・
1
）

▽
南
砺

川
邊
邦
明（
12
・
2
）

▽
桑
名

南
澤
幸
美（
12
・
2
）

▽
霧
島

池
田

守（
12
・
2
）

▽
高
岡

水
口
清
志（
12
・
3
）

▽
大
網
白
里

岡
田
憲
二（
12
・
3
）

▽
八
幡

小
北
幸
博（
12
・
3
）

▽
紀
の
川

竹
村
廣
明（
12
・
3
）

▽
滑
川

中
島

勲（
12
・
4
）

▽
南
ア
ル
プ
ス石

川

壽（
12
・
4
）

▽
我
孫
子

坂
巻
宗
男（
12
・
4
）

▽
由
布

溝
口
泰
章（
12
・
4
）

▽
曽
於

原
田
賢
一
郎（
12
・
4
）

▽
大
田
原

引
地
達
雄（
12
・
7
）

▽
阿
南

久
米
良
久（
12
・
7
）

▽
伊
勢

中
山
裕
司（
12
・
8
）

▽
桶
川

臼
田
喜
之（
12
・
11
）

▽
旭

平
野
忠
作（
12
・
16
）

▽
五
條

吉
田

正（
12
・
16
）

▽
糸
島

谷
口
一
成（
12
・
16
）

▽
伊
豆
の
国鈴

木
平
一
郎（
12
・
17
）

▽
袖
ケ
浦

田
邊
恒
生（
12
・
18
）

▽
国
立

中
川
喜
美
代（
12
・
21
）

▽
柳
井

石
丸
東
海（
12
・
21
）

▽
恵
那

堀

光
明（
12
・
22
）

▼
副
議
長

▽
豊
岡

関
貫
久
仁
郎（
11
・
11
）

▽
横
手

菅
原
惠
悦（
11
・
12
）

▽
葛
城

西
井

覚（
11
・
12
）

▽
新
城

中
西
宏
彰（
11
・
13
）

▽
亀
山

岡
本
公
秀（
11
・
13
）

▽
岩
国

石
本

崇（
11
・
13
）

▽
ひ
た
ち
な
か武

藤

猛（
11
・
16
）

▽
い
ち
き
串
木
野

楮
山
四
夫（
11
・
18
）

▽
一
関

佐
藤
雅
子（
11
・
20
）

▽
酒
田

関
井
美
喜
男（
11
・
20
）

▽
南
あ
わ
じ

柏
木

剛（
11
・
20
）

▽
奄
美

師
玉
敏
代（
11
・
25
）

▽
宮
古
島

垣
花
健
志（
11
・
25
）

▽
海
老
名

久
保
田
英
賢（
11
・
26
）

▽
い
な
べ

小
川
幹
則（
11
・
27
）

▽
舞
鶴

上
野
修
身（
11
・
27
）

▽
相
馬

荒

秀
一（
11
・
30
）

▽
射
水

山
崎
晋
次（
11
・
30
）

▽
小
松

高
野
哲
郎（
11
・
30
）

▽
高
萩

飯
田
毅
昭（
11
・
30
）

▽
防
府

山
田
耕
治（
11
・
30
）

▽
小
美
玉

笹
目
雄
一（
12
・
1
）

▽
西
脇

岩
崎
貞
典（
12
・
1
）

▽
観
音
寺

立
石
隆
夫（
12
・
1
）

▽
四
国
中
央

曽
我
部
清（
12
・
1
）

▽
玉
名

江
田
計
司（
12
・
1
）

▽
南
砺

向
川
静
孝（
12
・
2
）

▽
桑
名

倉
田
明
子（
12
・
2
）

▽
鳥
栖

国
松
敏
昭（
12
・
2
）

▽
雲
仙

町
田

誠（
12
・
2
）

▽
霧
島

中
村
正
人（
12
・
2
）

▽
高
岡

金
森
一
郎（
12
・
3
）

▽
大
網
白
里

北
田
宏
彦（
12
・
3
）

▽
紀
の
川

坂
本
康
隆（
12
・
3
）

▽
滑
川

古
沢
利
之（
12
・
4
）

▽
南
ア
ル
プ
ス

河
野
木
綿
子（
12
・
4
）

▽
我
孫
子

西
垣
一
郎（
12
・
4
）

▽
由
布

新
井
一
徳（
12
・
4
）

▽
曽
於

迫

杉
雄（
12
・
4
）

▽
大
田
原

黒
澤
昭
治（
12
・
7
）

▽
阿
南

橋
本
幸
子（
12
・
7
）

▽
伊
勢

上
田
修
一（
12
・
8
）

▽
桶
川

仲
又
清
美（
12
・
11
）

▽
七
尾

松
本
精
一（
12
・
16
）

▽
坂
戸

古
内
秀
宣（
12
・
16
）

▽
旭

島
田
和
雄（
12
・
16
）

▽
五
條

山
口
耕
司（
12
・
16
）

▽
糸
島

三
嶋
俊
蔵（
12
・
16
）

▽
伊
豆
の
国

田
中
正
男（
12
・
17
）

▽
国
立

稗
田
美
菜
子（
12
・
21
）

▽
柳
井

坂
ノ
井
徳（
12
・
21
）

▽
恵
那

後
藤
康
司（
12
・
22
）

議議
会会
人人
事事

総務省

議
会
議
員
と
長
の
任
期
満
了
を
調
査

年別任期満了市区議会数・割合
（Ｈ25～28年の4年間）

※総務省資料を基に本紙が作成
※対象は812市区議会（25年は811市区議会）

2277年年
442288市市区区
（（5522..77％％））

―
28
年
中
は
73
市
議
会
の
議
員
が
任
期
満
了
―

2288年年
7733市市区区
（（99..00％％））2255年年

116600市市区区
（（1199..77％％））

2266年年
115511市市区区
（（1188..66％％））

グラフ

非非該該当当
9955市市区区
（（1111..77％％））

統統一一地地方方選選挙挙該該当当
333333市市区区（（4411..00％％））
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